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論 文 内 容 の 要 旨
この論文はゴムの新しい加硫方法としていわゆる1.3双極型付加反応による不飽和ポリマ- への応用を
研究したものである｡ 加硫法, 加硫物の物性, 加硫物の分子構造を研究し, これと関連して, ポリマーの
シス, トランス構造の表面赤外分析, 変性ゴム, 充填剤増強ゴムの研究をしており, これを10章にまとめ
ている｡
第1章は, 1.3双極型付加反応の 代表として ジニトリルオキシドを 加硫剤として用いる例を 述べてい
る｡ テレフタロニトリルを1%用いて130oCで25分加硫すると, 天然ゴム,SBR, ジエンゴムの他, 加硫










速度はクロロ誘導体が大きいが, 他の置換休はかえっておそい｡ しかし, 加硫速度の大きいものは伸びが
小さいが, これは不均一な加硫が起ったためであることを実験によって明らかにした｡
第4章では加硫温度の影響を詳細に研究している｡ EPDMの加硫の場合は極めて速い加硫速度が得られ




化を調べたものである｡ 加硫中, とくに過酸化物加硫のときはシスよりトランス- の異性化が起ることを
見出し, これを定量的にしらべた｡ また, 過酸化物加硫では過酸化物の10倍以上の架橋反応が連鎖反応的
にすすむこと, その結果, 分子が束状になって連結した架橋構造を考えている｡
第8章は単官能性の試薬を用いてゴムを反応させ, 変性ゴムをつくる研究をのべている｡ とくにテレフ

















また, テレフタル酸のモノニトリルオキシドまたは類似化合物でゴムの変性を行った｡ また, フェノー
ルーホルムアルデヒド縮合物のサリゲニンをゴムに反応させ, 変性ゴムを作った｡ カーボンブラックによ
るゴムの増強作用も関連研究として行った｡
以上要するに本論文は新しい加硫方法として1,3双極型付加反応を研究し, ゴムの変性, 増強等と併せ
てゴム化学に新しい知見を与えたもので, 工業的にも学術的にも貢献するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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